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平成 16 年度 ＜様式３＞
　 平成 16 年 8 月 31 日

【PLAN（計画）】

事業類型 4 ソフト事業（任意）

3 款 4

1 項 1

4 目 5

1 振興実施計画

平成 17 年度 ～ 平成 17 年度 （ 1 年間 ）  期間設定なし 直営 補助 委託 貸付 その他

対象（誰を・何を）

　

事業概要・手段

（どのような方法で）

着手前現状値 平成 16 年度 平成 年度

完了後計画値 平成 17 年度 平成 年度

　 指標名

意図

着手前現状値 平成 　 年度

完了後計画値 平成 　 年度

　

項　目

　　　直接事業費　   千円 補助率 補助率 補助率 補助率

　

内

　

訳

　

　

（対象をどのようにし
たいのか）

保健福祉センター診察室

保健福祉センター多目的ホールに歯科及び小児科診察室の設備工事を
行う

診察室を整備することにより、プライバシーが保護され落ち着いた雰囲気で
診察を受けることができる

事業内容

１８年度
年　度

事業内容

１７年度

一 般 財 源

国庫補助金

県 補 助 金

地   方   債

そ   の   他

意図のとおりであり、指標を設定することができない。

診察室の面積（小児科のみ）

　

　

　

　

事務事業評価表（一般事業・新規）
作成日

部・課名 課長名福祉保健部健康増進課 西　孝之

　

　

2,138 　

区分

幼児健診時、診察室がないため健診会場の騒音により診察に支障を
きたしており、現在倉庫でしているが、狭くて診察しにくい状態である

0

全体計画１９年度

２６.２５㎡

計画するに至った経
緯等

①

　

成果指標理由

成
果
指
標

算定式

2,138

②

評価コード

　

大村市保健福祉センター条例

大村市保健福祉センター条例施工規則

0

指標名

算定式

　

　

担当係名 係長名健康増進係

0

　

　

　

活
動
指
標

事務事業名
予
算
費
目

会計

後期基本計画
での位置付け

章

政策

保健福祉センター（乳幼児健診）診察室整備工事

事業期間 実施方法

基本事業 事業コード

その他の
該当する
位置付け施策

福祉・健康・安全対策の充実

生涯健康づくり

地域保健サービスの充実

総合的な保健福祉センターの充実

内線等

20000

保健衛生費

大石　眞知子

地域保健推進費

　

　

事業内容

145

140

　

一般

衛生費

内線等

根拠法令、要綱等

　

　

6.86㎡
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【CHECK（事前評価）】 ※事業類型が１～３に該当する事業については妥当性評価は記入の必要はありません

区分評価視点 評価 各　評　価　視　点　で　の　評　価　結　果　の　説　明 評価視点 評価 各　評　価　視　点　で　の　評　価　結　果　の　説　明 総合評価

【２次評価】 対象 対象外

総合評価 総合評価 総合評価

区

分

別

評

価

【最終評価】 対象 対象外

採用 採用

不採用 不採用

意図
必要性

Ａ

意見等意見等

　診察室の面積や設備内容を再検討し、整備工事については、極力コスト
節減に努めること。

Ｂ

　乳幼児健診の診察室を整備することは、プライバ
シー保護や落ち着いた診察ができる環境になるた
め、健診に来られる方々へのサービスを向上させる
効果を期待することができる。

Ｂ
　乳幼児健診の診察室としての現状は、１次評価のと
おりであり、環境を改善する必要性及び緊急性はあ
る。

　既存の診察室改善は、市民の声と医師からの要望
もあり、多目的ホールフロアーの有効利用を考慮した
場合、適した選択すべき手段の一つと考えられる。

Ｂ

方向性 方向性

有
効
性

市民サー
ビス

Ａ

Ａ

妥
当
性

健診会場に診察室がないため、心音が良く聞き取れず、プライバシーの保
護が不十分であるため現在倉庫を使用している。現在の場所は、狭く、暗
く、子供の運動発達を診るにも支障をきたしており、医師も診察を受ける親
子も息が詰まりそうな状態であり早期に整備する必要がある

効
率
性

Ａ

Ａ

緊急性 Ａ Ａ

乳幼児健診は、清潔で、明るく、親子が安心して診察を受けられる環境で
行われるべきであり、医師からも現状打開を早急にするべきであるとの指摘
を受けている。また、健診に来られる市民（保護者）からも同様に多くの要
望があり、現施設の限られたフロアーの中で、緊急に診察室を確保した
い。

妥　当　性 効　率　性 有　効　性

多目的ホール以外で診察をすると、導線が長くなり、健診の流れに支障が
でるため、同じフロアーに診察室を整備することが最適である

診察室を整備することで、プライバシーが保護され、効果的な診察ができる

手段の最
適性


